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める切除予定肝体積）は有意に減少した（p＜0.001）。非塞栓肝葉体積増加率は7s collagen値と負の相関を示
した（r＝－0.472, p＝0.0063）。7s collagen値が8ng/mLより高値であった4例中3例は非塞栓肝葉体積増加が
見られず、肝右葉切除を断念した。また7s collagen値は非癌部肝組織の肝炎活動性（p＝0.447,p＝0.0128）や
肝線維化の程度（ρ＝0.358,p＝0.0323）と相関した。したがってPVE前血清7s collagen値はPVEの効果予測に
有用な指標であり、7s collagen高値（＞8ng/mL）例ではPVEの効果が期待できないと考えられた。 
 本研究は、7s collagen値測定が、大量肝切除前PVEの有効性予測に有用であることを明らかにし、肝臓外科
症例の成績向上に寄与することが大きいと考えられる。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに
値するものと判定された。 
 
